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四
月
か
ら
消
費
税
が
上
が
り
、
年

金
や
福
祉
の
こ
と
が
話
題
に
な
り
、

憲
法
改
正
・
集
団
的
自
衛
権
の
議
論

が
行
わ
れ
た
り
と
、
日
本
の
将
来
は

ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う
？

こ
れ
か
ら
の
社
会
を
担
う
子
供
達

の
た
め
に
、
明
る
い
未
来
で
あ
る
こ

と
を
願
う
ば
か
り
で
す
。

さ
て
、
こ
の
春
広
報
委
員
長
を
引

き
受
け
る
こ
と
と
な
り
、
み
な
さ
ん

に
助
け
て
い
た
だ
き
無
事
薫
嶺
一
三

四
号
を
発
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
日
程
が
き
び
し
く
時
間
の
な
い

中
、
広
報
委
員
・
役
員
の
方
々
、
先

生
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

本
当
に
頼
も
し
い
メ
ン
バ
ー
で
し
た
。

広
報
委
員
長
　

荻
原
恵
美
子
　

編
集
担
当

小
澤
　
二
葉
（
１
Ｃ
）

藤
井
ゆ
き
み
（
１
Ｃ
）

樋
代
　
明
子
（
１
D
）

肥
野
　
志
穂
（
１
D
）

瀬
沼
　
洋
子
（
２
Ｃ
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黒
田
　
由
香
（
２
Ｃ
）

吉
田
　
直
人
（
２
D
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小
出
　
正
樹
（
2
D
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荻
原
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美
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（
３
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木
下
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智
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（
３
Ｃ
）
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田
真
知
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（
３
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桑
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３
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下
平
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（
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伊
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香
里

          

（
Ｐ
Ｔ
Ａ
副
会
長
）

西
山
　
高
志

           

　   

（
Ｐ
Ｔ
Ａ
係
）

松
田
　
章
利
（
教
頭
）

編
集
後
記
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学
校
長
と
本
会
メ
ン
バ
ー

　
　
　
　〜
一
年
間
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
〜

「
躍
如
也
」

学
校
長
　
澤
井
　
　
淳

　
本
校
に
は
学
校
設
立
の
根
本
精
神
を
表
す
標
語
で
あ
る
「
校
是
」
や
訓
育
上

特
に
必
要
と
思
わ
れ
る
教
え
で
あ
る
「
校
訓
」
を
成
文
化
し
た
も
の
は
あ
り
ま

せ
ん
し
、
成
文
化
す
る
動
き
が
あ
っ
た
こ
と
も
承
知
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
戦
前

か
ら
「
質
実
剛
健
」
や
「
文
武
両
道
」
は
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
戦
後
の
新
学

制
に
な
っ
た
時
が
チ
ャ
ン
ス
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
制
定
を
取
り
あ

げ
る
動
き
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
に
「
躍
如
也
！
」
（
や
く
じ
ょ
た

り
）
が
加
わ
っ
た
の
が
昭
和
二
六
年
で
す
。
当
時
の
生
徒
手
帳
「
わ
れ
ら
の
学

園
」
の
最
初
に
こ
の
詩
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
「
・
・
噫
！
わ
れ
ら
薫
ヶ

丘
に
集
ふ
も
の
・
・
・
躍
如
と
し
て
学
業
に
い
そ
し
ま
ん
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

作
者
は
不
明
で
す
が
は
っ
き
り
と
し
た
表
現
と
な
っ
て
い
ま
す
。
生
徒
に
何
を

求
め
る
の
か
明
文
化
さ
れ
て
い
た
た
め
、
心
動
か
さ
れ
た
生
徒
も
多
か
っ
た
と

思
い
ま
す
。
し
か
し
残
念
な
が
ら
昭
和
二
九
年
に
は
生
徒
手
帳
か
ら
姿
を
消
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。
「
躍
如
也
！
」
は
生
き
生
き
と
し
て
活
動
す
る
さ
ま
を
表

し
た
詞
で
す
。
私
も
校
訓
的
な
意
味
を
持
た
せ
て
よ
く
使
い
ま
す
。
生
き
生
き

と
学
び
に
向
か
う
の
が
本
校
ら
し
さ
で
あ
り
伝
統
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

か
つ
て
の
制
服
自
由
化
へ
の
議
論
や
昨
年
度
の
自
販
機
設
置
の
議
論
な
ど
に
そ

の
伝
統
が
生
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
で
は
、「
質
実
剛
健
」、「
文
武
両
道
」、「
躍
如
也
！
」
を
実
践
し
て
何
を
目
指

す
の
か
。
学
校
の
あ
り
よ
う
や
生
徒
に
目
指
し
て
ほ
し
い
姿
は
い
っ
た
い
何
な

の
か
。「
校
是
」
と
し
て
掲
げ
る
に
ふ
さ
わ
し
い
詞
は
な
に
か
。
多
く
の
諸
先
輩

が
提
言
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
次
の
機
会
に
譲
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　
大
江
健
三
郎
の
『
「
自
分
の
木
」
の
下
で
』
の
中
に
次
の
よ
う
な
箇
所
が
あ

り
ま
す
。
「
野
球
で
、
ジ
ャ
ス
ト
ミ
ー
ト
と
い
う
こ
と
を
い
う
で
し
ょ
う
？
本

と
、
そ
れ
を
読
む
自
分
と
の
ジ
ャ
ス
ト
ミ
ー
ト
と
い
う
こ
と
が
あ
る
の
で
す
。

本
を
読
む
能
力
と

│
成
長
期
で
は
、
年
齢
と
お
お
い
に
関
係
し
ま
す
。

│
、
そ

の
本
の
た
め
の
準
備
の
読
書
、
そ
し
て
そ
こ
ま
で
生
き
て
く
る
う
え
で
の
経
験

が
、
そ
れ
を
作
り
出
し
て
く
れ
る
の
で
す
。
」
僕
は
、
こ
れ
に
自
分
の
そ
の
時
の

切
実
な
関
心
の
対
象
を
加
え
れ
ば
、
完
璧
な
気
が
し
ま
す
。
「
あ
な
た
方
が
、
あ

る
本
と
ジ
ャ
ス
ト
ミ
ー
ト
す
る
た
め
に
は
、
そ
れ
を
読
む
こ
と
を
急
ぎ
す
ぎ
て

は
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
も
、
い
つ
も
自
分
の
知
ら
な
い
本
に
目
を
光
ら
せ
て
い

て
、
こ
れ
は
良
い
本
ら
し
い
と
思
っ
た
ら
、
ま
ず
、
そ
の
実
物
を
本
屋
な
り
図
書

館
な
り
で
、
見
て
お
く
こ
と
で
す
。

│
そ
し
て
ず
っ
と
忘
れ
な
い
で
い
て
、
あ
る

日
、
そ
の
本
に
向
か
っ
て
バ
ッ
タ
ー
・
ボ
ッ
ク
ス
に
入
っ
て
行
く
の
で
す
。
」

　
昔
、
友
人
に
勧
め
ら
れ
、
あ
る
人
の
め
ぼ
し
い
本
を
買
い
そ
ろ
え
て
い
た
の

で
す
。
こ
の
た
び
数
え
て
み
た
ら
二
〇
冊
近
く
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中
の
何
冊

か
は
、
手
に
と
っ
て
み
た
こ
と
は
あ
る
の
で
す
が
、
議
論
が
細
か
す
ぎ
て
、
つ

い
て
い
け
な
か
っ
た
の
で
す
。
最
近
に
な
っ
て
、
時
間
が
で
き
て
読
ん
で
み
て
、

驚
い
た
わ
け
で
す
。
ま
さ
に
ジ
ャ
ス
ト
ミ
ー
ト
し
て
の
う
れ
し
い
喜
び
で
し
た
。

そ
の
喜
び
を
友
人
に
伝
え
よ
う
と
手
紙
を
書
い
た
ら
力
が
湧
い
て
く
る
の
で
す
。

な
ぜ
だ
ろ
う
？
今
の
と
こ
ろ
自
分
で
も
理
由
が
わ
か
り
ま
せ
ん
。

う
れ
し
い
喜
び

教
頭
　
松
田
　
章
利

　
今
年
度
は
標
題
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も

と
、
子
供
の
安
全
・
安
心
、
同
窓
会
協
働

に
よ
る
学
業
面
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
、Ｐ

Ｔ
Ａ
会
員
間
の
交
流
・
連
携
、
の
三
本

柱
で
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。 

　

　
安
全
・
安
心
と
い
う
面
で
、
ス
マ
ホ

の
利
用
方
法
に
つ
い
て
生
徒
の
皆
さ
ん

に
提
言
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ス
マ
ホ
は
と
て
も
便
利
で
、
現
代
人
に

な
く
て
は
な
ら
な
い
ツ
ー
ル
で
す
。
一

方
で
犯
罪
や
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ

る
危
険
性
を
は
ら
ん
で
お
り
、
心
身
共

に
成
長
の
盛
り
で
あ
る
高
校
生
に
と
っ

て
、
よ
り
注
意
深
い
対
応
が
必
要
で
す
。ま

た
、
特
に
気
に
な
る
の
は
ス
マ
ホ
に
向

か
う
時
間
の
長
さ
で
す
。Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
や

Y
o
u

 T
u

b
e

、
ゲ
ー
ム
な
ど
に
費
や
す

無
駄
な
時
間
が
多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。自
分
の
生
き
方
、
時
間
の
使

い
方
に
、
自
分
自
身
で
責
任
を
持
っ
て

欲
し
い
と
思
い
ま
す
。 

　

　
さ
て
、
我
が
子
も
三
年
生
に
な
り
、
い

よ
い
よ
真
剣
に
進
路
の
こ
と
、
自
分
の

将
来
の
こ
と
を
考
え
始
め
ま
し
た
。
話

を
聞
く
と
、
自
分
の
や
り
た
い
仕
事
は

地
元
の
企
業
で
は
成
し
得
な
い
よ
う
で

す
。
伊
那
市
人
口
が
い
よ
い
よ
７
万
人

を
割
り
込
ん
だ
と
の
ニ
ュ
ー
ス
が
あ
り

ま
し
た
。
将
来
の
可
能
性
に
期
待
し
な

が
ら
当
校
に
進
学
し
、
学
友
と
切
磋
琢

磨
し
、
志
を
高
く
持
っ
て
大
き
く
羽
ば

た
い
て
欲
し
い
、と
思
い
な
が
ら
、そ
れ
が

順
調
な
ほ
ど
子
ど
も
た
ち
は
地
元
に
は

帰
っ
て
こ
な
い
。
ジ
レ
ン
マ
を
感
じ
ま

す
。 

若
い
頃
は
大
都
市
で
の
生
活
に
憧

れ
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
緑
に
囲
ま

れ
、
春
夏
秋
冬
の
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
こ

の
信
州
に
、
地
元
に
、
も
っ
と
魅
力
を
感

じ
て
欲
し
い
も
の
で
す
。一
時
は
都
会
に

暮
ら
す
の
も
よ
し
で
す
が
、
多
く
の
伊
那

北
高
生
に
、
是
非
と
も
連
れ
合
い
を
連

れ
て
戻
っ
て
き
て
欲
し
い
と
切
に
望
み

ま
す
。

PTA会長

中山　勝司

挨

　拶

平成26年度ＰＴＡスローガン平成26年度ＰＴＡスローガン

「子どもたちの学校環境を
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「子どもたちの学校環境を
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、
時
間
が
で
き
て
読
ん
で
み
て
、

驚
い
た
わ
け
で
す
。
ま
さ
に
ジ
ャ
ス
ト
ミ
ー
ト
し
て
の
う
れ
し
い
喜
び
で
し
た
。

そ
の
喜
び
を
友
人
に
伝
え
よ
う
と
手
紙
を
書
い
た
ら
力
が
湧
い
て
く
る
の
で
す
。

な
ぜ
だ
ろ
う
？
今
の
と
こ
ろ
自
分
で
も
理
由
が
わ
か
り
ま
せ
ん
。

う
れ
し
い
喜
び

教
頭
　
松
田
　
章
利

　
今
年
度
は
標
題
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も

と
、
子
供
の
安
全
・
安
心
、
同
窓
会
協
働

に
よ
る
学
業
面
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
、Ｐ

Ｔ
Ａ
会
員
間
の
交
流
・
連
携
、
の
三
本

柱
で
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。 

　

　
安
全
・
安
心
と
い
う
面
で
、
ス
マ
ホ

の
利
用
方
法
に
つ
い
て
生
徒
の
皆
さ
ん

に
提
言
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ス
マ
ホ
は
と
て
も
便
利
で
、
現
代
人
に

な
く
て
は
な
ら
な
い
ツ
ー
ル
で
す
。
一

方
で
犯
罪
や
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ

る
危
険
性
を
は
ら
ん
で
お
り
、
心
身
共

に
成
長
の
盛
り
で
あ
る
高
校
生
に
と
っ

て
、
よ
り
注
意
深
い
対
応
が
必
要
で
す
。ま

た
、
特
に
気
に
な
る
の
は
ス
マ
ホ
に
向

か
う
時
間
の
長
さ
で
す
。Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
や

Y
o
u

 T
u

b
e

、
ゲ
ー
ム
な
ど
に
費
や
す

無
駄
な
時
間
が
多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。自
分
の
生
き
方
、
時
間
の
使

い
方
に
、
自
分
自
身
で
責
任
を
持
っ
て

欲
し
い
と
思
い
ま
す
。 

　

　
さ
て
、
我
が
子
も
三
年
生
に
な
り
、
い

よ
い
よ
真
剣
に
進
路
の
こ
と
、
自
分
の

将
来
の
こ
と
を
考
え
始
め
ま
し
た
。
話

を
聞
く
と
、
自
分
の
や
り
た
い
仕
事
は

地
元
の
企
業
で
は
成
し
得
な
い
よ
う
で

す
。
伊
那
市
人
口
が
い
よ
い
よ
７
万
人

を
割
り
込
ん
だ
と
の
ニ
ュ
ー
ス
が
あ
り

ま
し
た
。
将
来
の
可
能
性
に
期
待
し
な

が
ら
当
校
に
進
学
し
、
学
友
と
切
磋
琢

磨
し
、
志
を
高
く
持
っ
て
大
き
く
羽
ば

た
い
て
欲
し
い
、と
思
い
な
が
ら
、そ
れ
が

順
調
な
ほ
ど
子
ど
も
た
ち
は
地
元
に
は

帰
っ
て
こ
な
い
。
ジ
レ
ン
マ
を
感
じ
ま

す
。 

若
い
頃
は
大
都
市
で
の
生
活
に
憧

れ
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
緑
に
囲
ま

れ
、
春
夏
秋
冬
の
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
こ

の
信
州
に
、
地
元
に
、
も
っ
と
魅
力
を
感

じ
て
欲
し
い
も
の
で
す
。一
時
は
都
会
に

暮
ら
す
の
も
よ
し
で
す
が
、
多
く
の
伊
那

北
高
生
に
、
是
非
と
も
連
れ
合
い
を
連

れ
て
戻
っ
て
き
て
欲
し
い
と
切
に
望
み

ま
す
。

PTA会長

中山　勝司

挨

　拶

平成26年度ＰＴＡスローガン平成26年度ＰＴＡスローガン

「子どもたちの学校環境を
　　しっかりバックアップしよう！」
「子どもたちの学校環境を
　　しっかりバックアップしよう！」
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１年クラス紹介クラス担任による
担任

 北村　邦彦先生（社会）

副担任　佐藤　勇揮先生（数学）

　一年生の授業を全く持たない
HR担任なので、毎朝のSHRで
「訓話」を語りかけています。
学力を身につけ「将来＊＊にな
りたい」という夢を実現しよう。
協調性と公共性、指導力と正義
感などを養い、日本を背負って
立つ人材となれ。教員人生最後
の担任クラスとして、理想に描
いてきた教育をしていきたいと
思います。

　１Ｂ諸君の控えめな性格がた

たったのか、春のクラスマッチ

では最下位という結果に終わっ

てしまったが、十分見せ場は作

ってくれたと思う。『何事も、

やる時はやる』という気概を持

った１年Ｂ組。今後の行事等で

は、更に結束を固め、その秘め

たパワーを表に出し躍動してく

れるものと期待している。

　C組は明るいクラスでいつも

笑い声が絶えません。勉強もク

ラブも行事も清掃もしっかり取

り組んでいます。そんなクラス

の担任をやらせていただき幸せ

です。1年間でどこまでいいク

ラスになるのか楽しみです。

担任

 河合　　斉先生（英語）

副担任　片桐　邦雄先生（理科）

担任

 宮下　敏明先生（数学）
副担任　田中　律子先生（理科）

副担任　荒井　淳子先生（国語）

担任

 柿沢　章浩先生（体育）

副担任　武田　邦秀先生（社会）

とても元気が良く、積極的に行
動できるクラスです。また、お
互いに協力しあい、団結力もあ
ります。今後は文化祭・合唱コ
ンクール・秋季クラスマッチと
団結力が試される行事がありま
す。１年間だけのクラスなので、
みんなで協力し、楽しいクラス
になって欲しいです。

　1年Ｅ組という特定の集合的な

アイデンティティーを緩く持ち

つつ、一人一人の存在の独自性

という最も大切なものを失わな

い、そんな人々であってほしい。

今、自然とそういうクラスにな

りつつあるような気がしていま

す。しかし、それを持続するに

は強さが必要です。頑張りまし

ょう。

　とても元気が良く、積極的に
行動できるクラスです。また、
お互いに協力しあい、団結力も
あります。今後は文化祭・合唱
コンクール・秋季クラスマッチ
と団結力が試される行事があり
ます。１年間だけのクラスなの
で、みんなで協力し、楽しいク
ラスになって欲しいです。

とても元気が良く、積極的に行
動できるクラスです。また、お
互いに協力しあい、団結力もあ
ります。今後は文化祭・合唱コ
ンクール・秋季クラスマッチと
団結力が試される行事がありま
す。１年間だけのクラスなので、
みんなで協力し、楽しいクラス
になって欲しいです。

 理数科クラスであるＦ組には、
何事もそつなくこなす生徒が
多い。部活所属率は100%。日
々練習で忙しい中、時間を見
いだして勉学に励んでいる。
自身の将来像がわりと具体的
な生徒が多いのも特徴だ。な
かでも医薬系志望者が多い。

担任

 中谷　　章先生（国語）
副担任　木村美由紀先生（英語）

副担任　福澤　　桂先生（英語）

担任

 井手　俊毅先生（理科）
副担任　川口　陽司先生（情報）

副担任　登内　将志先生（体育）

44 33
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4月12日（土）

クロスペンアカデミー開講式・講演会

演題 ｢オーケストラから
見る人・組織・未来｣

講師　山岸 淳子 さん

　クロスペンアカデミーの本年度開講式及び講演会が、本校ＯＢで、日本フィルハーモニー交響楽団
特命担当を務める山岸淳子さんを講師にお招きして行われました。

　山岸淳子さんは、経営学者ピーター・ドラッカーのオーケストラを２１世紀の理想の組織モデルと見た考えを紹介し、組織
の中で働くことの意味について話されました。
　オーケストラは指揮者の下、互いの演奏を聴き、自分の判断でその日の演奏をしている。２１世紀の社会は、多くの情報の
中で自分で判断し、責任を持って行動（演奏）しなければならない。
　また、ご自分の高校・大学生時代を振り返り、自分の好きなことをやりたいと思い、４０歳の自分はどうなっていたらハッ
ピーか？と考えた。自分の人生は自分で決めることだが、自分ひとりで決めることでもない・・・とアドバイスをいただきました。

山岸淳子さんの
プロフィール

保
護
者
の
感
想

クロスペンアカデミー（Cross Pen Academy)
平成１５（２００３）年度、学校５日制に伴い、土曜日の有効活用の一つとして「薫ヶ丘クロスペンアカデミー」が設立され、同窓会・ＰＴＡ・職員の共催により
始まる。英数国等の補習に加え、多彩な講演会と講座を開催。

Memo

生
徒
の
感
想

・人生の選択、将来の自分、働くことの意味等、

自分と周りとの関係を「組織として見たオーケ

ストラは社会の縮図である」と定義し、音楽と

関わりながら歩んできた山岸さんのお話を興

味深く聞かせていただきました。

・子供達が将来の選択をする時、社会に出て働

く時参考になるお話でした。私も改めて自分の

仕事について考えさせられました。

・一人ではなく集団であるということを聞いて、本

当に、人生全てにおいて一人で行動しているの

ではなく、仲間とともに行動していると改めて

感じました。特に「将来は自分ひとりで決める

ものだけれど、自分ひとりで決めることでもな

い。」という言葉には考えさせられました。

・オーケストラの視点から組織を見るというのが

新しく、とても魅力的でした。最初の質問で未

来の自分を想像したとき、２０～３０才を思い浮

かべ、話を聞いているうちにその未来がリアル

になってきました。

伊那市山寺出身、伊那北高校卒業（高39回）。

東京藝術大学音楽学部楽理科進学後、音楽史や音楽理論を専攻。

1992年日本フィルハーモニー交響楽団入団。広報宣伝部長、企画制作部長等を経て、現在特命担当。

〈著書〉『ドラッカーとオーケストラの組織論』 ＰＨＰ新書　2013年出版
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進学の先にある就職について考える進学の先にある就職について考える

5月8日（木）

P T S（Parent Teacher Student）

Memo

昭和45（1970）年以来の伝統行事である保護者、先生、生徒三者による合同活動。ここ10年来は１学年が講演会の後、クラスでテーマを決めて
PTSにより意見交換会、２・３学年は進路講演会が生徒とその保護者それぞれで行われている。

進学の先にある就職について考える進学の先にある就職について考える

　長野県が厚生労働省や市町村、ＮＰＯと連携して、カウン
セリングから職業紹介まで、就職に関するさまざまなサー
ビスを提供している。「若者誰もが気軽に立ち寄れる空間」
をキーコンセプトに、40代前半までの、失業者・無業者、フ
リーター、学生・生徒などをサポート。喫茶店やコンビニに
行く感覚で来られるようにカフェと名付けた。

ジョブカフェ信州とは ジョブカフェ信州 

就業支援アドバイザー

講師：木藤　敏 氏

ジョブカフェ信州 

就業支援アドバイザー

講師：木藤　敏 氏

・働く意味とは、ズバリ生活していくためである。大人になるとは、確かな仕事を持って自活する、ことから始まる。

・職業形態の二極分化。正社員とアルバイト・派遣・契約社員。２３才～６０才生涯賃金の差はなんと約２億円。定職に就くかつか

 ないかでは（現状では）大きな違いがある。

・高学歴化するフリーター、ニート。また大学卒なのに高校卒と同じ仕事をすることがある。

・高校卒業後、なんとなく進学する→モラトリアム（猶予期間）的発想での進学は危険すぎる。大学で何をするという目的意識を 

 持って進んでほしい。

・インターネット求人で一人平均６２件応募する。例）JR東日本。求人700名へ15,000名応募。倍率２０倍超え。

・若い人の人生の２つのターニングポイント。２５歳・・大卒後３年でしっかりとした仕事に就いている。３０才・・結婚。１つの家庭

 を持つこと。３０才過ぎてフリーターはきつい。そのため、しっかりとした仕事に就くためのスキルを持つこと。

・大学は全国で７８３校ある。入りたい人は、誰でも入れるが「自分がやりたいことができる学校」をしっかり選ぶ。

【講演内容】 

①働く：自分のプライドを保つに足りる自分の仕事を求める。
②２５歳までには正社員になることを目標にする。
③１番の夢がかなわなくても、形を変えて自分の人生を飾ってい
　くことはいくらでもできる。
④モラトリアムな形で進学することをやめる。

まとめ

１学年PTS

「強いものが生き残るのでなく、適応できるものが生き残れる」
ダーウィンの言葉より

【クラス毎、グループで話し合い】 
講演の後、クラスごとに「働く、今必要なこと」をテーマに生徒を中心に・保護者・先

生による話し合いを行いました。その中では、「自分を知る必要がある」「社会常識を

身につける」「アピール力、コミュニケーション力を高める」「視野を広く持つこと」な

どの意見が出されました。

☆高校生活のスタートを切ったばかりの１年生に、３年後４年後の自分を考え、厳しい現実ま

た、自分の夢を考えるために、とても有意義なお話だと思いました。なんとなく進学するのでは

なく、明確な目標を持って勉強することがいかに大事かということがわかりました。

保護者の感想



 

5月24日（土）

平成26年
4月  4（金) 入学式　　クラス理事選出　　１学年ＰＴＡ理事会
  12（土) クロスペンアカデミー講演会
  19（土) 会計監査　　ＰＴＡ理事会　　専門委員会　　学年理事会
5月  7（水) 生活指導委員会（地区ＰＴＡ打ち合わせ等）
  24（土) ＰＴＡ総会　　学年ＰＴＡ　　学級ＰＴＡ
  30（金) 上伊那高等学校ＰＴＡ連絡協議会
6月  2（月) ６月２日(月)～18日(水)　　地区ＰＴＡ(各地区の日程による）
  7（土) 前期クリーンアップ作戦（１年生）
  21（土) ～22日(日)　　ペン祭
7月  3（木) 長野県高等学校ＰＴＡ連合大会総会
  3（木) ７月３日(木)～４日(金)北信越ＰＴＡ連合会研究大会
  5（土) ＰＴＡカルチャー講座
  19（土) 諏訪・上伊那地区高等学校ＰＴＡ指導者研修会
  24（木) 薫嶺134号発行
8月  21（木) ８月21日(木)～22日(金)全国ＰＴＡ連合研究大会(福井)
9月  12（金) 合唱コンクール
  30（火) 強歩大会(立ち番等）
10月  4（土) 後期クリーンアップ作戦(２・３年）
  18（土) クロスペンアカデミー講演会
平成27年
1月  30（金) 第２回上伊那地区高等学校ＰＴＡ連絡協議会
2月  21（土) ３学年会計監査　　ＰＴＡ理事会　　学年理事会
  23（月) 次期役員信任投票
3月  3（火) 薫嶺135号発行
  4（水) 卒業式
  13（金) 新３学年理事会　　専門委員長選出　　専門部引継
  20（金) 新旧正副会長引継会

【平成26年度PTA活動計画】

平
成
二
六
年
五
月
二
四
日
、
薫
ヶ
岡
会
館
に
お
い
て
、
多
く
の

保
護
者
の
方
々
に
ご
出
席
い
た
だ
き
本
年
度
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
度
の
活
動
報
告
、
会
計
報
告
、
及
び

今
年
度
の
活
動
計
画
、
会
計
予
算
が
承
認
・
可
決
さ
れ
、
本
格
的
に
活
動
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
今
年
度
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、
『
子
供
の
学
校
環
境
を
し
っ

か
り
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
よ
う
！
』
で
す
。
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦
、
カ
ル
チ
ャ

ー
講
座
（
本
年
度
よ
り
呼
称
変
更
）
、
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
な
ど
の
活
動
に
積
極

的
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
共
に
子
供
た
ち
の
学
校
環
境
の
充
実
を
サ
ポ
ー
ト
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

PTA総会開催PTA総会開催PTA総会開催

　
平
成
二
六
年
七
月
三
～
四
日
、
ホ
ク
ト
文
化
ホ
ー
ル
、
メ
ル
パ

ル
ク
長
野
に
於
い
て
、
標
記
の
大
会
が
開
催
さ
れ
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
正
副

会
長
が
参
加
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
総
会
で
は
昨
年
度
の
活
動
報

告
、
会
計
報
告
、
及
び
今
年
度
の
活
動
計
画
、
会
計
予
算
が
承
認

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
の
研
究
大
会
で
は
、
四
つ
の
分
科
会
に
分

か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
に
即
し
、
北
信
越
の
各
県
代
表
者
か

ら
の
活
動
発
表
が
あ
り
、
熱
心
な
質
問
等
も
あ
り
、
同
じ
課
題
を

抱
え
て
い
る
こ
と
を
再
認
識
、
ま
た
共
有
で
き
、
大
変
意
義
の
あ

る
会
と
な
り
ま
し
た
。

長
野
県
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
総
会
・

北
信
越
地
区
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

長
野
大
会

77



88

大雪の時などＪＲの情報が
少ない。部活動後、大雪で
帰れなかった。

  

六
月
二
日
の
「
飯
島
、
中
川
以
南
」、「
美
篶
・
手
良
・

美
原
」
地
区
を
皮
切
り
に
一
六
日
ま
で
の
約
二
週
間

に
わ
た
り
、
今
年
度
も
全
一
三
地
区
で
Ｐ
Ｔ
Ａ
地
区

懇
談
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
全
体
会
で
は
地
区
の
代
表
者
の
挨
拶
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
役

員
と
校
長
先
生
や
教
頭
先
生
か
ら
の
お
話
の
後
、
地

区
担
当
の
先
生
方
か
ら
生
活
指
導
と
学
習
・
進
路
指

導
の
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
生
活
指
導
で
は
、

交
通
事
故
に
注
意
す
る
こ
と
、
学
校
や
家
庭
に
お
け

る
ス
マ
ホ
使
用
の
状
況
や
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
危
険
性
に
つ

い
て
お
話
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。
ま
た
、
学
習
・
進

路
指
導
で
は
ク
ラ
ブ
活
動
と
の
両
立
や
毎
日
の
授
業

を
大
切
に
す
る
こ
と
、
高
志
館
や
校
舎
内
の
自
習
室

を
利
用
し
、
受
験
は
団
体
戦
で
戦
う
気
持
ち
で
、
受

験
生
全
体
で
取
り
組
む
姿
勢
が
大
切
で
あ
る
こ
と
な

ど
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。
七
月
に
は
東
京
で
大
学

ガ
イ
ダ
ン
ス
が
あ
り
、
毎
年
多
く
の
生
徒
保
護
者
が

出
席
し
て
、
進
路
を
考
え
る
上
で
有
意
義
な
一
日
で

あ
る
こ
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
の
学
年
別
に
分
か
れ
て
の
分
散
会
で
は
、

学
年
担
当
の
先
生
か
ら
学
校
で
の
生
徒
の
様
子
や
学

校
全
体
の
様
子
を
お
話
し
い
た
だ
き
、
そ
の
中
で
各

家
庭
で
の
生
活
や
学
習
へ
の
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い

て
情
報
交
換
を
行
う
こ
と
が
出
来
、
大
変
有
意
義
な

会
と
な
り
ま
し
た
。

飯島・中川以南

東中

赤穂中

宮田

西春近・東春近・富県

荒井・坂下・西町・御園・山寺

中央区・境・福島・上の原

6/ 2

6/ 9

6/11

6/ 5

6/10

6/16

6/ 3

飯島公民館

東伊那公民館

アルパ

ＪＡ宮田

東春近ふれあい館

いなっせ

伊那公民館

地　　　　区 月日 場　所

平成26年度PTA地区懇談会一覧

自転車通学が多いので事故
に気をつけたい。

高校生の小遣いはどのくら
い必要か。

土曜授業の日、授業
に間に合うＪＲバス
がない。

6月2日（月）～16日（月）

PTA地区懇談会　13地区で開催PTA地区懇談会　13地区で開催

6/13

6/  2

6/  4

6/10

6/10

6/  4

西箕輪公民館

きらめき館

高遠町総合福祉センター

南箕輪村民センター

松島コミュニティセンター

辰野町民会館

地　　　　区 月日 場　所

西箕輪

美篶・手良・美原

高遠・長谷

南箕輪

箕輪

辰野以北

土曜授業の帰宅の際の
電車がない。１２時後半
の電車が欲しい。

生活のリズムが出来
ていない。土日のク
ラブで疲れている。

部活等での帰宅時間の
配慮をして欲しい。

クラブ・委員会の連絡がＬＩＮＥで来る
ので（持たせたくなかったが）携帯か
らスマホに変えた。連絡方法を考えて
欲しい。

エアコンを研究室・教室に配
置したらよい。

各地区から出された

意見・問題点等
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大学入試の現状と入試について大学入試の現状と入試について

センター試験まであと７ヶ月ほどになり、３学年の生徒と保護者それぞれ

を対象に講演会が開催されました。保護者に大切な心構えと大学入試の

現状を数値やグラフを使って、分かりやすくお話しいただきました。８０名

を超える保護者の方は真剣な眼差しで聴かれていました。

３学年PTS

講師：板垣　宏繋先生　駿台予備学校

【講演の要点】
○後悔しない大学選びを！
○センター試験まであきらめない。
  （現役生は１１月からが伸びる）
○模試の判定に一喜一憂しない。
○苦手科目は平均点より少し上を目指せ。
　合計点が勝負！
○基礎学力・学習習慣の確立！　　
　学校の授業！テストは必ずやり直す！
　帰宅したら「部屋に直行」「通学服のまま」で勉強　
　する。

【講演の要点】
○後悔しない大学選びを！
○センター試験まであきらめない。
  （現役生は１１月からが伸びる）
○模試の判定に一喜一憂しない。
○苦手科目は平均点より少し上を目指せ。
　合計点が勝負！
○基礎学力・学習習慣の確立！　　
　学校の授業！テストは必ずやり直す！
　帰宅したら「部屋に直行」「通学服のまま」で勉強　
　する。

「入れる大学」ではなく、「入りたい大学」へ！ 

指導：先生の指導、合格した先輩の経験

環境：ともに頑張る友人、仲間

支え：ご家庭の応援

指導：先生の指導、合格した先輩の経験

環境：ともに頑張る友人、仲間

支え：ご家庭の応援

大学入試は団体戦大学入試は団体戦

＝入りたい大学に入るだけの力をつける。
      実力の１つ上を狙え！そのための努力が成功につながる！第一希望は譲らない

【保護者の心得】
「もう無理」は保護者が決めない。
 　　心配になっても親も我慢。最後まで子どもを支える。

・大学入試の現状や複雑な出題科目の選択についてなど、まだ、認識 

  不足なことを詳しく 解説していただき、とても参考になりました。

・試験が終わるまで、子どもに寄り添い、一緒に受験を乗り越えてい 

  きたいと思います。

保護者の感想

6月12日（木）
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講師　落語家　春風亭愛橋 さん講師　落語家　春風亭愛橋 さん

第60回 ペン祭 講演会第60回 ペン祭 講演会

6月21日（土）

第60回 ペン祭 講演会第60回 ペン祭 講演会
講師　落語家　春風亭愛橋 さん講師　落語家　春風亭愛橋 さん

の問いかけに始まり、伊那北高校

時代から真打昇進披露公演までの

お話を、笑いと共に聞くことがで

きました。

本　　名 箭内　広光（やない　ひろみつ）

昭和４６年 駒ケ根市に生まれる

　伊那北高校、福井県立大学を卒業後、サラリー

マンを経て、平成９年春風亭柳昇に入門、前座名

春風亭柳二郎。平成１５年柳昇死去のため昔昔亭

桃太郎門下へ移り、裕次郎改め、Q太郎改め、ある

とこ郎改め、昔昔亭健太郎と改名

平成２４年 真打昇進　「春風亭愛橋」を襲名

≪プロフィール》

Q:　ペン祭のどこをみたいですか？　　
A： 一番笑ってくれた人のところです。

Q:　司会をするにあたり、面白い話術を教えてください。　　　 
A:　恥をかくこと。恥をかきまくれば、免疫がつく。すべってもいいや、

     ドン引きされてもいいやと思うことです。

演目「お菊の皿」
　生で聴く、観る落語は迫力満点でした

講　演 
「絶望した事はありますか？」

何とか人生乗り切れる「伊那北高の理論」

息、鼻呼吸
　が大切

難問が
解ける

ナ

イ コウ
恋

タ
頼る、困っ
たら頼る

キ
気が付いたら
ほめる、共同
作業、コミュ
ニケーション

Q＆A

落　　語
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60th
PENFEST

とどけ、想い
あふれろ、熱

気

書道部

生物部

写真部化学部

物理部将棋部家庭科部

ギター部 囲碁部

キッズルーム

部活Tシャツ漫画研究同好会

書道パフォーマンス素敵でした

スライム
作り中

素敵な写真が
たくさん
ありました

入口のライト
完成度が高い

静かな空気が
流れていました

パワーあふれる
演奏でした

演劇部

熱演
ありがとう

美術部

　第６０回ペン祭が盛大に開催されまし
た。初日は曇り空、２日目は小雨と梅雨空
の中、それを吹き飛ばすような生徒たち
の熱気、パワー全開のペン祭に、ＰＴＡは
じめ訪れた皆さんも圧倒されたのではな
いでしょうか？ここに各会場の様子を一
部ですが写真でご紹介します。

　第６０回ペン祭が盛大に開催されまし
た。初日は曇り空、２日目は小雨と梅雨空
の中、それを吹き飛ばすような生徒たち
の熱気、パワー全開のペン祭に、ＰＴＡは
じめ訪れた皆さんも圧倒されたのではな
いでしょうか？ここに各会場の様子を一
部ですが写真でご紹介します。

音楽部合唱部

ダンス部

音楽部弦楽班生徒会展

吹奏楽部

クラス展

バドミントン部

クラス展
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60thペン祭60thペン祭

　第60回ペン祭の最終日、スポーツフェスティバルが行われました。前日の雨も上がり、綱引

き、リレー、玉入れ、障害物競走等あちこちで歓声が上がり、熱気にあふれていました。

6月23日（月）

スポーツ フェスティバルスポーツ フェスティバル

1313
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将棋部
◆男子団体（県大会優勝、全国大会出場）
野澤　聖幸（３A）
　伊那北代表であり、長野県代表として出場する全国大
会。県大会よりもハイレベルで、そう簡単には勝たせて
くれない。プレッシャーに負けず、これまで積み重ねて
きた経験と勘を武器に仲間と共に勝利を掴んでいきた
い。
髙木　涼太（３D）
　団体戦は一人一人の勝利がチームの勝利につながる。
いわば個人戦だ。今回で最後の大会になるが、これまで
の３年間で先輩、先生から学んできたことを全て無駄に
せず、一局一局最後まで全力で指したい。
片桐 壮太郎（３F）
　全国大会では、今まで３年間やってきたことを信じ、
最後まで諦めず、全力で戦っていきたい。全国の強豪相
手に一矢でも報いることができるよう頑張りたい。

◆女子個人
堀口　妙子（２E）（県大会優勝、全国大会出場）
　今回の全国大会での私の一番の目標は、落ち着いて指すことです。今の自分の力が出しきれるよう、自分の一手に
相手がどんな手を指すのか、落ち着いて考え、ミスを減らしていきたいです。
前田はるひ（１C）（県大会３位、全国大会出場）
　県大会での勝利は先生や先輩方、そして私と対局してくれたたくさんの方々のおかげです。だから全国大会では感
謝の気持ちを持って、実力はまだまだですが、最後まであきらめずに頑張りたいです。

西村　千明（２C）
7/30～8/3に山梨県で開

かれるインターハイに出

場します。初めてのイン

ターハイで緊張はありま

すが、去年出場できな

かった分、全力で戦って

きたいです。

陸上部

熊谷　佳奈（3E）
目に見える写真だけでな

く、心で何かを感じても

らえるような、人を感動

させられるような写真を

撮れるように、他校の作

品をよく見て、学んでき

たいと思います。

写真部

神奈川県藤沢市で行われるインターハイに、伊那北フェンシン

グ部から男子2名、女子4名が出場します。優勝を目標にする

者もいれば、高校からフェンシングを始めて初めてインターハ

イの大舞台に立つ者もいます。それぞれ目標は異なりますが、

自分の掲げた目標に向けて全力で挑んできたいです。

　出場選手
　　赤羽　郁海（３Ａ） 個人フルーレ
　　塩原　智輝（３Ａ） 個人エペ
　　上田　果歩（３Ｆ） 個人エペ・学校対抗
　　飯島　安珠（２Ａ） 個人フルーレ・学校対抗
　　渋谷茉璃乃（２Ｆ） 学校対抗
　　村松　佐恵（１Ｄ） 学校対抗

フェンシング部
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初めてでしたが少人数で丁寧に教えていただきました。あっという間の二時間で
した。

材料をたくさん用意して下さって自分のアイデアでいろんな作品作りができて楽
しかったです。

家でもやってみたいと思いました。ありがとうございました。

　マーメルトというメタリック樹脂を使い思いのままのアクセサリーを
作りました。

参加した方の声

第12回
ＰＴＡカルチャー講座
第12回
ＰＴＡカルチャー講座ネイチャープリントインストラクター

野澤伊代子先生

「ＰＴＡクロスペンアカデミー講座」を今年から「ＰＴＡカルチャー講座」と名前を変えて文化
教養委員会が中心となりスポーツ、芸術、趣味と教養を深める沢山の講座が開催されました。 
     

ネイチャープリントでアクセサリー作り

～マーメルト（メタリック樹脂）を使って～ネイチャープリントでアクセサリー作り

～マーメルト（メタリック樹脂）を使って～

講師の先生に感謝!!　とても大きな作品ができあがり満足です。残る物はいいで

すよね。長く楽しめます。

人数も丁度よく先生のご指導も受けられました。また次回も参加できるといいな

あと思いました。

　花や葉を特殊液の中に沈めて、水分を抜いた素材がプリザーブドフラ
ワーです。花のある素敵な空間をつくりました。

参加した方の声

ＩＦＡフラワーコーディネーター協会

平澤いずみ先生プリザーブドフラワーアレンジ
プリザーブドフラワーアレンジ

毎年この講座を楽しみに参加させていただきます。中学校で教頭をやっているの

で、授業で扱ってみたくて今回「紙ひこうき」を選びました。

和気あいあいと講座の先生やみなさんとできてとてもよかったです。どうもあり

がとうございました。大変よかったです。

　ケント紙で作成する本格的な飛行機。ゴムパチンコで打ち上げると体
育館の端まで届きました。

参加した方の声

竹内　浩一先生
紙飛行機を作って飛ばそう！
紙飛行機を作って飛ばそう！

ボールペンの持ち方から始まり文字のへんやつくりの意味を分かりやすく教えて

いただきあっという間の２時間でした。

便箋で曲がらない様に書く方法や裏技等を教えて頂きこれからの生活に役立てて

いきたいと感じました。

ありがとうござました。

　主に名前をきれいに書くことを中心に、普段使う家族の名前、住所な
どの文字に取り組みました。

参加した方の声

山岸美智子先生
美文字の基本美文字の基本

ミュージックセラピーという言葉は聞いた事があったのですが実際にどのような
事をするのかを知りたくて参加致しました。体験しての感想は、人との言葉ではな
いコミュニケーションの楽しさを感じることが出来ました。

他者との調和、創り出している瞬間がとても心地良かったです。参加されている
方とも初対面でしたがみなさん優しくて温かい時間でした。

ありがとうございました。

　いつも身近な生活の中にあふれる“音楽”。日頃私達が使っている“言葉”
にとらわれないで、今の自分にとって心地よい“音”を探してみました。

参加した方の声

沢登　紀子先生
体験してみようミュージックセラピー
体験してみようミュージックセラピー

PTA  Culture  Course PTA  Culture  Course 

PTA会長挨拶

ＰＴＡカルチャー講座
第１回は平成１５（２００３）年１０月１８日に「薫ヶ丘クロスペンアカデミー」の一環として文化教養委員会が企画して開催。翌年第２回からペン祭後最初の土
曜日に実施。講座は、文化・教養・趣味系とスポーツ・健康合わせて１５前後で推移。第１２回となる今回より「クロスペンアカデミー講演会」との違いを明確
にするため、名称を「ＰＴＡカルチャー講座」に変更。

MemoMemo

講師の皆様

文化教養委員長

ネイチャープリントネイチャープリント

プリザーブド
フラワーアレンジ
プリザーブド

フラワーアレンジ 手作りパン手作りパン

飛行機飛行機

7月5日（土）
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リラックス・基本ヨガ教室
リラックス・基本ヨガ教室

～初心者大歓迎！～

バトミントンを楽しもう！
～初心者大歓迎！～

バトミントンを楽しもう！

ゴルフ教室ゴルフ教室

PTA  Culture  Course PTA  Culture  Course 

とても楽しい時間でした。素人でもＯＫ。楽しめます。

代表的なブルース進行で、即興を楽しむことができました。ジャズの歴史や基本

も知ることができ有意義な２時間でした。

　憧れのＪＡＺＺの世界に浸りませんか！どのように作られてきたのか、
どういう音楽なのか、初歩からコード理論・インプロビゼーション
（即興演奏）まで短時間でＪＡＺＺが楽しめました。

参加した方の声

代田　孝先生

大野田豪先生
ジャズ入門

（歴史・理論、ピアノ・ギター実践　等）ジャズ入門

（歴史・理論、ピアノ・ギター実践　等）

じっくり丁寧に教えて頂き、本当に良かったです。

日頃、思っていても挑戦できないパン作りだったのできっかけを作っていただき、

ありがとうございました。

　ベーコン、コーン入りカレーパン、抹茶あんパン、オレンジミルク
ゼリー（お菓子）を作りました。

参加した方の声

小澤　周子先生
手作りパン教室手作りパン教室

ワインについて細かくはば広く教えていただきました。

おいしいワインをいただきながら和気あいあい楽しいひとときでした。

来年も是非参加したいと思いました。

春日先生ありがとうございました。

　ワインを試飲しながら、おいしいワインの飲み方と知識を深めました。

参加した方の声

ワインを楽しもう
ワインを楽しもう

男の料理というキャッチフレーズにより気軽に参加できました。

限られた時間の中でマスターでき、また、楽しく過ごす事が出来ました。

講師の先生の説明がわかりやすくよかったです。

　アウトドアで簡単に作れるローストビーフ。万能鍋、ダッチオーブン
を使って家庭のキッチンコンロで作りました。香味野菜の香りで一味違
うローストビーフが出来ました。

参加した方の声

下平　和則先生

はじめて参加しました。
ゆでた大豆をつぶして、こうじ、塩をまぜてできあがりでとてもシンプルな作り

方でした。
先生が作ったみそでみそ汁を頂きおいしく頂きました。一年後が楽しみです。

　飯島産の茹で大豆で煮つぶし大豆を作るところから始めました。無添
加のおいしい味噌を作りました。

参加した方の声

井口　初江先生
手作り味噌教室手作り味噌教室

日本ソムリエ協会認定ワインアドバイザー

春日　俊也先生

男の料理教室
～ローストビーフを作ろう～男の料理教室
～ローストビーフを作ろう～

短時間でしたが、太極拳について勉強をさせて頂き有意義な時間を過ごせました。
ゆっくりした動きと力を入れない動きを行いましたが、体全体を使い、その反面

脳も使いとても良かったです。
良い汗をかく事ができました。

　太極拳は、中国武術の中でも筋肉や脳、精神面など広い分野で効果が
期待される優れた健康法です。生涯続けられるスポーツで、整えた体幹
から気の流れを感じ体も心もリラックスしました。

参加した方の声

日本武術太極拳連盟Ｂ級指導員

矢田　雅子先生

呼吸法と基本ポーズを教えて頂きました。
久しぶりにゆったりした時間を過ごせました。
体の変化を感じながら充実した時間でした。
ありがとうございました。

　ヨガの正しい呼吸法と基本的なポーズをマスターし、心身ともにリラ
ックス。足のマッサージ（足裏健康法）を取り入れて、日頃の疲れの解
消方法を学びました。

参加した方の声

国際ヨガ協会

井口千恵子先生

とても楽しくバトミントンができました。

体育の原先生にも参加して頂き基本からゲームまで２時間充実してました。

担当の係の方も親切でとてもよかったです。

　バトミントンの基本とショットの練習、最後はゲームを楽しみました。

参加した方の声

小松洋太郎先生

雨のゴルフでしたが楽しくできました。

ゴルフ初めてという方も参加できるようにすれば良いと思います。特に女性に

参加していただきたいと思います。

　ＰＴＡ役員を世話役としてコンペ形式でラウンドしました。

参加した方の声

　取材写真を撮りながら各教室を見てまわりましたが、だん
だん打ち解けていく教室あり、徐々に参加者がのめり込んで
行く教室ありと、それぞれに面白そうでした。
　先生のキャラクターもそれぞれで、教室ごとに空気があっ
て、どれもお薦めでした。
　リピーターさんも多いそうです。今年、参加しそびれた人
も、是非来年は参加してみてください。それにしても文化教
養委員さんの準備の良さとテキパキとした進行には感心しま
した。　　　　　　　　　　　　　  （広報委員会取材担当）

交 流 会

7月5日（土）
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ゆっくりした動きと力を入れない動きを行いましたが、体全体を使い、その反面

脳も使いとても良かったです。
良い汗をかく事ができました。

　太極拳は、中国武術の中でも筋肉や脳、精神面など広い分野で効果が
期待される優れた健康法です。生涯続けられるスポーツで、整えた体幹
から気の流れを感じ体も心もリラックスしました。

参加した方の声

日本武術太極拳連盟Ｂ級指導員

矢田　雅子先生

呼吸法と基本ポーズを教えて頂きました。
久しぶりにゆったりした時間を過ごせました。
体の変化を感じながら充実した時間でした。
ありがとうございました。

　ヨガの正しい呼吸法と基本的なポーズをマスターし、心身ともにリラ
ックス。足のマッサージ（足裏健康法）を取り入れて、日頃の疲れの解
消方法を学びました。

参加した方の声

国際ヨガ協会

井口千恵子先生

とても楽しくバトミントンができました。

体育の原先生にも参加して頂き基本からゲームまで２時間充実してました。

担当の係の方も親切でとてもよかったです。

　バトミントンの基本とショットの練習、最後はゲームを楽しみました。

参加した方の声

小松洋太郎先生

雨のゴルフでしたが楽しくできました。

ゴルフ初めてという方も参加できるようにすれば良いと思います。特に女性に

参加していただきたいと思います。

　ＰＴＡ役員を世話役としてコンペ形式でラウンドしました。

参加した方の声

　取材写真を撮りながら各教室を見てまわりましたが、だん
だん打ち解けていく教室あり、徐々に参加者がのめり込んで
行く教室ありと、それぞれに面白そうでした。
　先生のキャラクターもそれぞれで、教室ごとに空気があっ
て、どれもお薦めでした。
　リピーターさんも多いそうです。今年、参加しそびれた人
も、是非来年は参加してみてください。それにしても文化教
養委員さんの準備の良さとテキパキとした進行には感心しま
した。　　　　　　　　　　　　　  （広報委員会取材担当）

交 流 会

7月5日（土）
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四
月
か
ら
消
費
税
が
上
が
り
、
年

金
や
福
祉
の
こ
と
が
話
題
に
な
り
、

憲
法
改
正
・
集
団
的
自
衛
権
の
議
論

が
行
わ
れ
た
り
と
、
日
本
の
将
来
は

ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う
？

こ
れ
か
ら
の
社
会
を
担
う
子
供
達

の
た
め
に
、
明
る
い
未
来
で
あ
る
こ

と
を
願
う
ば
か
り
で
す
。

さ
て
、
こ
の
春
広
報
委
員
長
を
引

き
受
け
る
こ
と
と
な
り
、
み
な
さ
ん

に
助
け
て
い
た
だ
き
無
事
薫
嶺
一
三

四
号
を
発
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
日
程
が
き
び
し
く
時
間
の
な
い

中
、
広
報
委
員
・
役
員
の
方
々
、
先

生
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

本
当
に
頼
も
し
い
メ
ン
バ
ー
で
し
た
。

広
報
委
員
長
　

荻
原
恵
美
子
　

編
集
担
当

小
澤
　
二
葉
（
１
Ｃ
）

藤
井
ゆ
き
み
（
１
Ｃ
）

樋
代
　
明
子
（
１
D
）

肥
野
　
志
穂
（
１
D
）

瀬
沼
　
洋
子
（
２
Ｃ
）

黒
田
　
由
香
（
２
Ｃ
）

吉
田
　
直
人
（
２
D
）

小
出
　
正
樹
（
2
D
）

荻
原
恵
美
子
（
３
Ｃ
）

木
下
佐
智
子
（
３
Ｃ
）

宮
田
真
知
子
（
３
Ｃ
）

桑
原
　
卓
男
（
３
D
）

下
平
　
由
美
（
３
D
）

松
村
　
　
稔
（
３
D
）

伊
藤
　
香
里

          

（
Ｐ
Ｔ
Ａ
副
会
長
）

西
山
　
高
志

           

　   

（
Ｐ
Ｔ
Ａ
係
）

松
田
　
章
利
（
教
頭
）

編
集
後
記
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